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特集

小林　ただ、ビジネスモデルは変わ

るかもしれないのですが、マスメ

ディアに求められる役割はますます

強くなっていると思う。日本は、テ

レビの視聴時間が長くて平均3時間

以上です。やや古いデータになりま

すが、日本の人たちはマスメディア

に対する固着度みたいなものが国際

比較してもかなり強いのです（図）。

便利な機器の意外な影響

高橋　なぜこうした研究を？

小林　もともと投票行動といった選

挙の研究をしており、人間が認知心

理学的にどのように情報を処理して、

どう意思決定をするのかに興味が

あった。そこからメディアに興味を

持ちました。

高橋　今までのご研究の中で、一番

インパクトがあったのは？

小林　どれかな。よく「おもしろい」

と言ってもらえるのは、携帯メール

のヘビーユーザーほど、周りにいる

友達が似た者である確率が高いと明

らかにした研究ですね。一歩先まで

分析を進めると、彼らは考え方が違

う人に対する社会的寛容性が低かっ

た。違うやり方で追試しても、似た

ような現象がありました。

高橋　違うやり方というと？

小林　一般的信頼という概念があっ

て、「ほとんどの人はどのくらい信

頼できると思いますか」という質問

の答えで信頼の高低を見る。日本人

はアメリカ人に比べると低いのです。

意外なのですが、日本人は基本的に

他人を信頼しない。

高橋　仲間だけしか信頼しない。

小林　ええ。これは北海道大学の山

岸俊男先生が中心となって研究され

社会とメディアの
新たな関係とは
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東日本大震災は、日本のメディア状況の激変ぶりもあぶり出した。
メディア状況の変化は、社会のあり方の変化に直結する。ただ、新
しいメディアの隆盛は目に見えるが、それが人間社会に与える影響
は簡単には見えてこない。そこを探る社会科学者の挑戦を聞いた。

共有できなかったリアリティ

高橋　東日本大震災で新たに見えた

ことはありましたか？ 

小林　日本ではマスメディアの情報

をベースに社会的リアリティを共有

していくという形があったのですが、

今はオルタナティブなメディアが数

多くあり、小さな集団もいろいろ発

信できるようになった。そこへ原発

事故が起き、東京に住むことに関し

て「そこまで危機的じゃない」と

思っている人もいれば、「いやいや、

今すぐ逃げないと」と逃げる人もい

た。東京は安全だというもっともら

しさを共有できない、つまり社会的

リアリティを共有しにくい状況が日

本で初めて目に見えたのではないか

と思っています。

高橋　それは、放射能被害というも

のの本質なのでは？ 

小林　それもありますが、メディア

状況の変化が下敷きにありますね。

アメリカでは多チャンネル化が進み、

テレビもラジオも新聞も党派性が

あって、いわゆるエコーチェンバー

と言われる状況が出てきています。

要するに極端な意見を持つ人たちが、

自分のこだまを聞くようなメディア

環境に閉じこもることができる。そ

うすると、意見が変わるきっかけが

提供されない。元々エンタメ志向の

強い人はエンタメ番組ばかり見るこ

とができるようになるので、政治的

知識が落ちて投票に行く確率は減っ

てしまう。結局、投票する人の中で

極端な意見を持つ人の割合が増え、

候補者はそういう人たちにアピール

したほうが票は取れるので、極端な

争点ポジションを取る議員が増える。

そうなると、議会レベルでうまく妥

協ができない、といった話が最近の

研究では非常に多いのです。日本は

そういう状況にはなっていませんが、

マスメディアという、皆の「会話の

通貨」を提供してくれる幹みたいな

ものは少しずつやせ細っている。

高橋　それはまったくそのとおりで

す。私が普段感じているのは世代の

差ですね。若い世代は紙の新聞を

まったくといっていいほど読まなく

なっている。
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人々の視野は広く

なると何となく

思っていたけれど、

実は逆であると。

小林　ええ。その

まま測定してしま

うと、携帯メール

ユーザーのほうが

信頼は高く出るの

ですよ。身近な人

だけしか想定でき

ていないから。だ

けど、それは測定の失敗で、むしろ

想定範囲が狭くなるところに意味が

ある。テクノロジーというのは、基

本的に便利なものは生き残りますけ

れど、それは社会的に見ても本当に

いいのか、民主主義の制度とコンパ

チブルかどうかは分からない部分が

あると思います。

高橋　小林さんとしては、民主主義

がきちんと機能してほしいというお

立場があって、そこから見て新しい

技術はどうなのだという問題意識な

んですね。

小林　そうですね。一番の根っこは

規範理論みたいなものがあって、民

主主義におけるコミュニケーション

や意思決定はどのようにあるべきか

といった理論をふまえた上で、実証

的な研究をしているイメージですね。

NIIには社会科学系の人は少ししか

いないのですが、僕は情報工学系の

研究者と組んで仕事ができるのはす

ごくラッキーだと思っています。

高橋　今後やりたいのはどんなこと

ですか？

小林　僕ら社会科学者は現象をうま

く説明することに主眼を置いていま

すけれど、もう少し現実に介入して

いくような方向性を目指したいです

ね。これは危険と思う人たちもたく

さんいるのですが……。

高橋　政治学では、現実の政治に介

入するのが良いか悪いか、ずっと議

論されてきました。

小林　そうそう。でも、これまでの

日本の社会科学はほとんどしてこな

かった。むしろ、そういうものから

一歩引いたところにいるのが「ある

べき姿」という考え方でした。僕は、

「役に立てばいい」という形の割り

切り方の「工学的な社会科学」とい

うのもありえると思います。

ているテーマですが、日本では「村

八分」という言葉があるように、仲

間を裏切ると自分にとってデメリッ

トがあるとお互いに分かっているの

で協力する。一方で、見ず知らずの

人に対する信頼は低い。日本人の協

力行動というのは、相互監視のネッ

トワークの中で、裏切ったら制裁を

受けるだろうという予想を共有でき

ているがために起きる。心が集団主

義なのではなくて、社会の制度とし

てそういうものをつくっているわけ

ですね。

　それで追試というのは、その質問

の後に「今聞いた『ほとんどの人』

であなたはどんな人を想定しました

か」と聞く。理論的には「日本人全

体」とか「人類」とか広めで想定し

てほしいのですが、人によってばら

つきがある。そのばらつきに、携

帯メールの利用頻度が関係してい

た。これは10代を中心とした若者

のデータですが、携帯メールのヘ

ビーユーザーほど、「ほとんどの人」

で想定できる範囲が狭いのです。つ

まり、社会的なパースペクティブが

狭くなっている。

高橋　新しい情報機器ができると

インタビュアーの一言
NIIに社会科学系の研究者がいるということを、恥ず
かしながらこれまで意識してこなかった。だが、情報
学という言葉を字義通りにとれば、文系理系を問わな
い研究が繰り広げられて当然だろう。いや、むしろ大
学にありがちな壁を取っ払う研究をすることこそ、こ
ういう研究所の使命に違いない。これまでの殻を破っ
て社会に積極的にコミットしていきたいという小林さ
んの意気を大いに買いたいと思う。

高橋真理子
Mariko Takahashi
朝日新聞編集委員
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マスメディアへの固着度が高い日本
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デマと真実の狭間で、
社会的リアリティはいかにして形成されるか
3 月 11 日の東日本大震災直後、被災状況や安否確認情報をやりとりするうえで、Web や Twitter の
果たした役割は非常に大きかった。一方、大きな社会問題となったのがデマや噂

うわさ

話だ。非常時、私た
ちは情報の海のなかから何を選び、何を信じて判断すればいいのだろうか？　社会心理学と情報工学
の学際的観点から、情報の信頼性について考える。

噂話は不安感と曖昧な情報が
引き起こす
小林　今回の震災直後、市原のコン

ビナート火災の噂をはじめ、多くの

デマが流れました。Twitter上で噂

に火がつき、チェーンメール的に拡

大したことはご存じの通りです。と

くに、原発事故では、さまざまな情

報が飛び交うなかで、多くの人が難

しい判断を迫られることになりまし

た。注目に値するのは、極端な意見

が目立ち、メインストリームとなる

情報を信じない人たちが少なからず

いたことです。なかには新聞の情報

は信用できないといって、突然、関

西に引っ越してしまった人もいる。

非常時における社会的リアリティ共

有の難しさを目の当たりにしたとい

う感じです。

　そこで今回は、震災と情報の信頼

性について、社会心理学と情報工学

が協働可能な接点を探りながら議論

をしたいと思います。まずは、先生

方の研究内容についてお聞かせくだ

さい。

竹中　私は噂話の研究をしています。

これまでは平常時の噂について研究

をしてきました。どういう話を聞い

た場合に、他の人に伝えやすいのか、

どういう状況や目的で、あるいはど

ういう性格の人が噂話を広めるのか、

といったことを調べています。

森　私は言葉をコンピュータで扱う

研究をしています。現在、多くの人

がWebの情報を、意思決定に使っ

ていると思うのですが、膨大な情報

のなかから何を選びとるかは、個人

の責任に委ねられています。実際

には検索エンジンで出てきた上位

森　辰則
Tatsunori Mori

横浜国立大学
大学院環境情報研究院
社会環境と情報部門教授

竹中一平
Ippei Takenaka

岡山短期大学
幼児教育学科専任講師

小林哲郎
Tetsuro Kobayashi

国立情報学研究所
情報社会相関研究系助教
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の情報だけを見て判断することが多

いのではないでしょうか。ところ

が、そのなかには信頼性が低い情報

も含まれているわけですね。そこで、

Webによる情報収集を支援する研

究を手がけています。

小林　まずは竹中先生に噂話につい

てお聞きしたいのですが、どんな事

例があるのでしょうか？

竹中　私がいた筑波大学では、口伝

えで広まった噂話が多数あります。

毎年 1年生を対象にデータを取り

続けたところ、「大学の地下に謎の

秘密基地がある」、「地下道が皇居ま

でつながっている」、「その地下道を

使ってつくばエクスプレスを通し

た」といった噂話が広がっていまし

た（笑）。実際に地下には共同溝が

あるのですが、こうなってくるとも

う都市伝説ですよね。それから、「筑

波大学での自殺者は全国で 2番目

に多い」という噂もよく聞かれます。

ちなみに第 1位は広島大学だとい

う。広島大学で調査すると、うち

は 2位で、1位が筑波大だと（笑）。

確かに、大学ができた当初は、自殺

率がやや高かったことはあるものの、

今は全国平均で、両校ともそのよう

なことはまったくありません。

　興味深いのは、年によって噂のバ

リエーションが変わることです。同

じテーマでも少しずつ内容を変えな

がら噂話が続いていく。話がつけ加

えられたり、変化していくのも噂話

の特徴です。とりわけ、不安感が強

く、情報が曖昧なときに、噂話を他

人に話しやすいという特徴がありま

す（図 1）。

小林　原発事故はまさに、その 2

つの要素にバッチリ当てはまってし

まったんですね。

竹中　はい。震災後、仙台の大学生

について調査したところ、やはり原

発関連で噂話が広がっていました。

とくに多かったのが、雨が危ないの

で当たらないようにというものでし

た。強い不安はあるけれど、現状が

わからないので、なんとかして自分

たちで辻
つじ

褄
つま

合わせをしようと、さま

ざまな噂話を流しているのです。そ

れはつまり、リアリティを安定させ

たいという欲求の表れでもあります。

小林　校舎の隅に花束を見つけて、

「自殺者が出た」と思い込んでしまっ

たり、井戸や温泉が枯れたり、妙な

雲を見たら地震の予兆だと思ったり

するのは、その前に得ていた情報に

よって、目につくものが変わってし

まうからですね。平常時に変わった

形の雲を見ても何も思わないけれど、

不安があると、自分のなかでプロト

タイプのストーリーに仕立てて、リ

アリティを安定させようとする。し

かし、それが実際に正しいかどうか

は、別問題というわけですね。

竹中　震災後の調査で驚いたのは、

皆が、現状が曖昧であるとは思って

いなかったことです。昨年の新型イ

ンフルエンザの時のほうが、曖昧だ

と感じている人が多かった。むしろ、

明確な情報源も信用できる情報もな

いのですが、心のバランスをとるた

めに、今の状況は曖昧ではなく、日

常の延長なんだと思い込もうとして

いる。一方で判断がつかなくて、た

だただ現状を持て余しているようで

す。とりあえず普通に日常生活を

送っているけれど、その背景となる

根拠は何もないという。

森　原発事故の場合、事が大きすぎ

て、自分の判断の範囲を超えてし

まっているのでしょうね。

小林　地震についてはいかがでした

か？

竹中　毎回大きな地震が来ると、地

震予知の流言が起こりますが、今回

もやはりありました。特徴的なのは、

被害が大きかったところではなく、

地震の被害があまりなかったところ

で、不安を解消するために噂話が起

こるのです。

小林　実際に体験していないからこ

そ、リアリティを築きたいというモ

チベーションが生まれてしまうとい

うことなんでしょうね。

図 1　うわさとほかの話題と
の関連
事件や事故に関する噂は、特に、不安
を感じさせたり情報が曖昧であったり
することが多い（クロス表に基づく数
量化Ⅲ類のカテゴリースコアとサンプ
ルスコアの平均値を付置した）。

（ 出 典： 竹 中 一 平・ 松 井 豊（2007）． 
大学生の日常会話におけるうわさの類
型化―内容属性の評価の観点から―　
筑波大学心理学研究，34， 55-64．）
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Web上の賛成意見、反対意見
を一覧できるシステム
森　インターネット検索も、先入観

があると、自分の考えに合った情報

しか目に入らなくなってしまいます。

そうならないためには、クリティカ

ルシンキング＊ 1が必要で、自分の

考えの対極にある意見や違う意見を

見たうえで、判断しなければなりま

せん。

小林　ただネットには膨大な情報が

あるので、全部を見て検証するわけ

にはいきませんね。

森　そこで私たち横浜国立大学のグ

ループは、3年ほど前から、NICT

（情報通信研究機構）の委託研究と

して、NEC、東北大学、奈良先端

科学技術大学院大学と共同で、「電

気通信サービスにおける情報信憑性

検証技術に関する研究」を手がけて

きました。

　ここで開発したのが、Web上で

利用者が気になる意見を入力すると、

関連するネット上の大量のテキスト

情報を分析・整理し、その意見につ

いて、その判断の裏付けや参考とな

る情報を複数の観点から表示するシ

ステムです。賛成意見と反対意見、

条件つきで一部反対の意見などを、

その根拠となる文書とともに、一覧

できます（図 2）。

　また、重要な意見間の対立点の読

み解き方も解説しています。たとえ

ば、「イソフラボンは健康に良い」

と入力した場合、賛成側の代表意見

と反対側の代表意見に加え、それぞ

れの視点や前提を解説する文章、対

立点を解説している文章などを探し

て示します（図 3）。さらに、反対

意見や賛成意見の分布を時系列で見

て、意見の変化点とその要因を抽出

することもできます。

小林　技術的にはどのような仕組み

になっているのですか？

森　NICTで開発した情報検索エ

ンジン基盤 TSUBAKIが集めた 1

億以上の日本語Webページを使い、

重要な意見を抽出し、そのなかから

自動的に文と文の対応関係を求める

言論マップ化技術を使って、賛否や

根拠を示しています。また、意見間

の対立点の読み解き方を解説する要

約レポートについては、賛成意見と

反対意見、中立的な意見から、それ

ぞれの特徴的な言葉を探し、その三

者が網羅的に入っている文章を拾っ

てくる仕組みになっています。

　精度や処理時間にはまだ課題があ

りますが、意思決定に役立てばと

思っています。

小林　それは非常に有用なシステム

ですね。反対の意見を自分で探し出

すというのは、非常に難しいことで

すからね。一度形成されたリアリ

ティというのは、なかなか崩せない

ものです。

竹中　ちなみに、教育水準が高い人

は批判能力も高いので、根拠のない

噂話を広めたりはしないだろうと思

われがちですが、実際には教育水準

が高くても関係ないことがわかって

います。

小林　大学教授でも、それぞれ専門

が違うし、もし仮に僕が原発の話を

したら素人同然ですからね。でも、

受け取る側が勝手に権威付けしてし

まう可能性はある。だから、ネット

の場合、情報の信頼性を見極めるの

は非常に難しいんですね。こうした

支援システムで全体情報を俯瞰でき

れば、必ずしも自分が多数派ではな

いと気づくこともできるでしょう。

蓋
ふた

を開けてみたら、賛成派も反対派

も少数で、実は、大多数が中間的な

意見だったということも多いのでは

ないかと思います。

特集 情報と人間社会
─社会とメディアの新たな関係

図 2　情報信頼性判断支援システムの画面例（一部）―言論マップ化技術
利用者が、Web 上で気になる意見を入力すると、関連するネット上の大量のテキスト情報を分析・整理し、そ
の意見についての判断の裏付けや参考となる情報を複数の観点から表示する。賛成、反対、条件つきの意見な
どを、根拠となる文書とともに一覧することもできる。（東北大学、奈良先端科学技術大学院大学作成）

URL　http://www.nec.co.jp/press/ja/1101/3101.html

利用者の
気になる意見

賛成意見

部分的に
反対の意見
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理由を言わずに、安全だと言い続け

た。これが一番危ういのです。

小林　おそらくパニックを心配した

のでしょうが、パニックというのは、

先ほどの日常性バイアスのせいで起

こりにくいものなんですね。

森　情報の流し方にも工夫が必要で

すね。原発事故ではさまざまな数値

が発表されましたが、それをどう受

け取るかは、受け手の科学リテラ

シーの問題が絡んでくる。放射線量

などは時間経過を念頭に、積分値で

考えなければなりませんが、そうい

う習慣が身についている人は少ない

でしょう。

竹中　一方で、正確な情報が得られ

ないときには、曖昧さに対する耐性

も必要だと思います。判断を保留し

ながら耐えるという。

小林　バッファーをもちながら、複

数の可能性を持ち続けるということ

ですね。

森　複数の可能性を示す際に、情報

技術は非常に役立ちます。ただし、

最終的には使う人がどう判断するか

にかかっているわけですが……。

小林　とはいえ、人間の行動という

のはなかなか簡単には変えることが

できないものなので、緊急時にはな

おのこと、技術的な支援が不可欠だ

と思います。さらなる情報支援ツー

ルの発展に期待しています。

 （取材・構成　田井中麻都佳）

＊ 1 クリティカルシンキング：批判的思考のこと。
いろいろな情報に対して批判的な考えを働か
せて分析をする思考法。

＊ 2 日常性バイアス：外界の強烈な刺激に対して、
ヒトなどの知的な動物がそれを心理で抑制し
て、あわてないようにしてしまうこと。日常
性を保護するために必要な措置でもある。

災害時に求められるのは
即時性と情報の正しさ
小林　もうひとつ、津波被害で顕著

だったと思うのですが、警報が出て

も逃げなかった人がいたように、正

しく怖がるということの難しさも感

じました。ネックは、日常性バイア

ス＊ 2にあります。火災警報が鳴っ

ても、誤作動だろうと逃げない人が

多いのはそのためです。それを覆す

にはどうしたらいいのでしょうか？

竹中　日常性バイアスは、強固なの

で難しい問題です。先日、JR北海

道で起こったトンネル内での脱線・

火災事故のときは、乗客が自主的に

判断したことで、皆助かりましたね。

一方で、韓国の地下鉄火災ではなか

なか逃げる人がいなくて、多くの人

が犠牲になりました。

小林　状況によっては、強い不安に

駆られて、動き出す人が必要だとい

うことですね。

森　ただ、そこで正しい判断ができ

るかどうかは、与えられている情報

の質と量によります。今回の原発事

故の場合は、一部の情報が隠されて

いた時期があるので、そうなると支

援システムも役に立たなくなってし

まいます。

竹中　災害情報の研究者だった廣井

脩（ひろい・おさむ、1946～2006年）

先生は、災害時には、正確な多くの

情報を即時に発表しなければならな

い、と言われていました。そうしな

いと、曖昧な情報をもとに自分たち

で勝手に解釈して、危うい方向に進

んでしまうというのです。

　そうした意味では、地震について

はうまくいっているんですね。地震

でパニックが発生したり、悪意のあ

るデマが発生して混乱することもな

かったし、緊急地震速報やテレビ・

ラジオの情報も疑う人はいませんよ

ね。それは、これまでも正しい情報

を流し続けてきたからと言えます。

ところが原発事故では、情報を隠し、

図 3　情報信頼性判断支援システムの画面例（一部）―整理・要約技術
重要な意見の対立があるとき、対立点の読み解き方を解説してくれる。賛成と反対の代表意見と、それぞれの
視点や前提を解説する文章、対立点を解説する文章を探して表示する。（横浜国立大学作成）

賛成側の
代表意見

反対側の
代表意見

利用者の
気になる意見

賛成意見や反対意見、
それぞれの視点や前提を
解説している文章

Special  feature Information and Human Society
The New Relationship Between Society and Media



8

れらの科学的データを研究者だけで

なく広く一般の人々にも活用しても

らいたいと考えています。どうすれ

ば集めたデータを一般の人々にも分

かるように伝えることができるのか、

その方法の探求が最近のテーマで

す」と語る。

　その解決策として北本准教授が注

目するのが、“データベースに蓄積

された大規模なデータを根拠として

情報の意味を伝える” という方法で

ある。例えば台風の勢力を表現する

時には、単なる数値だけではなく“史

上何番目” というようなランキング

情報も明示する。数値の意味を理

解しにくい一般の人々でも、ランキ

ングなら理解しやすい情報になると

考えるからだ。「でも、それだけで

は不十分です」と北本准教授は話す。

ランキング情報を出発点として、過

去データからその意味を考えるため

の多様な検索機能や可視化機能を提

供し、そこに豊富な関連データを結

びつけることで、人々の関心を集め

ることに成功している。

　「デジタル台風が目指すのは科学

的データをいつでも参照できる情報

環境を構築することです。史上何番

目という単純化された情報だけでは

北本朝展
Asanobu Kitamoto
国立情報学研究所
コンテンツ科学研究系准教授

科学的データを
人々に分かりやすく伝える
　台風に関するあらゆるデータを網

羅的に収集する「デジタル台風」＊1

というプロジェクトがある。蓄積

されたデータは、1979年以降の

気象衛星「ひまわり」の画像デー

タ、1951年以降の台風経路データ、

1976年以降のアメダスデータなど

多岐にわたり、今や台風に関する世

界最大規模のデータベースとなって

いる。このプロジェクトに取り組む

NIIコンテンツ科学研究系の北本朝

展准教授は、「せっかく蓄積したこ

満足せず、その具体的な状況を知り

たい人や、では史上最大の台風はい

つ発生したのだろうと、関心を広げ

ていく人もいます。科学的データを

参照可能とすることで、デジタル台

風はそうした疑問を持つ人々にとっ

て有益なデータベースとなるだけで

なく、新たな関心を引き出すシステ

ムとしても機能するはずです」（北本

准教授）。

震災に対応する人々を
科学的データでバックアップ
　リアルタイムに蓄積されるデータ

を使って、現在の事象を理解して状

況を判断するというアプローチは、

台風以外にも活用できる。東北地方

を襲った東日本大震災の惨状に直面

した時、北本准教授はデジタル台風

での経験を活かしてこの震災に何ら

かの貢献ができないかと考えた、と

いう。

　「福島第一原子力発電所から放射

性物質が放出されていた時、イン

ターネット上では多くの人々が風向

きに関する情報を探していたんです。

放射性物質が拡散する方向を予測す

る根拠として、見やすく信頼性が高

い風向き情報を必要としているのだ

データの見せ方を工夫し
分かりにくさを解決する
近年、Web や Twitter などの新しいメディアが登場し、政治家をはじめ財界人や研究者が発信する情
報がニュースになることも珍しくない。一方、科学的データも公開はされているものの、一般の人々
がその意味を理解して自ら活用するのはまだまだ難しい。こうした状況を打破し、一般の人々に分か
りやすく伝えるための研究が進んでいる。その成果は今回の東日本大震災にも活かされている。

特集 情報と人間社会
─社会とメディアの新たな関係
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と気付きました」（北本准教授）。

　そこで気象庁が配布する数値予報

モデルGPV（メソモデル）＊2の風向・

風速データを矢印の向きと色でグー

グルマップ上に表示し、その中心を

福島第一原発に設定した「福島第一

原発周辺の風向きマップ」を構築し、

3月 22日に公開した。このデータ

は気象モデルによるシミュレーショ

ン結果のため観測値とは異なる可能

性もあるが、ブログ記事で問題点を

解説することで、両者を比較しなが

ら使えるようにした。またマップ上

部のスライダーを動かすことで過去

や未来のデータも表示できるように

した。もちろん、全て気象庁が発表

するデータを使ったものである。

　「Twitterのツイートを見ている

と、マスクを着用するか、洗濯物を

屋外に干すかなど、日常生活の判断

材料に活用している方も多いことが

わかります。また、研究者からは

ホットスポット発生メカニズムの解

析に過去のデータを利用したいとい

う要望もありました。実は過去の気

象データを蓄積して、きちんとデー

タベース化しているサイトはまだ少

ないのです」（北本准教授）。

大震災で得られた経験を
今後の研究に活かしていく
　このように広く市民の関心を集め

ている福島第一原発付近の風向・風

速マップだが、これはこのマップの

使い方の 1つにすぎない。「風向・

風速マップは福島第一原発事故に特

化したツールというよりは、もっと

汎用性のあるツールです。日本全国

の風向・風速マップを用意し、地図

上の任意の場所にピンを立て、そこ

を中心にマップを表示できるように

しました」と北本准教授は話す。ピ

ンを立てる位置を変えることで、他

の原子力関連施設の風向・風速マッ

プも用意できるようになった。さら

に降水量など他の気象データとの統

合へと、機能を拡張しつつあるとい

う。

　また、北本准教授は風向・風速マッ

プ以外にも震災に関連するニュース

記事を地図上にマッピングするツー

ルの開発にも取り組んでいる。「個々

のニュースを地図上にマッピングす

ることで、各地で発生した出来事が

より直感的に把握できるようになり

ます。本当は地震直後に公開できれ

ばよかったのですが、残念ながら間

に合いませんでした。ただ、長期的

な震災記録のためのアーカイブ化は

進めていきます」と話す。

　今回、突発的に発生した震災に追

い立てられるように構築したこれら

のツールだが、この経験は北本准教

授が取り組むデジタル台風の今後の

展開にいくつかのヒントを与えたと

いう。

　「災害時に人々が知りたいのは、

現在の状況に関する情報だけではな

く、今後の見通しに関する情報です。

例えば今後の風向き情報など、未来

に関しての情報に対するニーズが高

かったですね。今回の震災で得られ

た経験はデジタル台風にもフィード

バックし、今後は未来に関する情報

も充実させていきたいです」（北本

准教授）。

　リアルタイムに発信される情報を

分析して現在の状況把握に活用する

という段階から、さらに新しい方向

を目指しているようである。それは

過去と現在の情報を根拠にした未来

への言及なのだろうか。今後の展開

が注目される。

 （取材・構成　渡辺　馨）

福島第一原発周辺の
風向きマップ
北本准教授が震災後に構築
した原発周辺の風向・風速
マップ。ピンが立つ場所が
原発の位置。風向きは矢印
の向きで、風速は矢印の色
で表示されている。青色が
弱く、緑、赤の順に風速が
強くなる。

＊ 1  デジタル台風
 http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/
＊ 2 数値予報モデル GPV（メソモデル）：数値予報

とは、風や気温などの時間変化をコンピュー
タで計算して将来の大気の状態を予測する方
法。メソモデルでは最大 33 時間先までの日
本付近の気象現象の予測を対象とする。

URL　http://agora.ex.nii.ac.jp/earthquake/201103-eastjapan/weather/gpv/wind/

Twitter アカウント

デジタル台風
@DigitalTyphoon

福島第一原発周辺の風向き情報
@wind_f1

Special  feature Information and Human Society
The New Relationship Between Society and Media
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今何が必要か想像する
　家族や学校、会社と連絡がつかず、

自分の置かれている状況もわからな

いという事態を、これまで考えたこ

とがあっただろうか。東日本大震災

では、大きな被害のなかった首都圏

でも携帯電話が不通になり、情報が

得られないことの不安を改めて感じ

た人は多かったことだろう。

　「情報が得られずに困っている人が

いるに違いないと思い、居ても立って

もいられませんでした」と地震発生

時を振り返るのは、NII情報社会相

関研究系の新井紀子教授。これまで、

ホームページ作成用のCMSを開発

し、多くの人たちの情報発信を支援

してきた。研究者にはResearchmap

を、学校向けにはNetCommonsを

それぞれ提供している。新井教授は、

どのような情報支援が必要かわから

ないながらも、とにかくできることか

ら始めたという。

　2011年 3月 11日の地震では、大

学や研究機関のウェブサーバーが

停止し、ホームページが見られな

くなった。3月は学会のシーズンで、

そのホームページには重要な “お知

らせ” が載っていた。そこへ地震が

起き、目前に迫った学会が実施され

るのかどうかを案じている人が多い

のではないかと想像された。　

　そこで新井教授は、Researchmap

のトップページで、大学や学会に関

する情報を掲示板に書き込んで欲し

いと呼びかけた。すると 5月末まで

に約 110件の情報が寄せられた。し

かし、情報を Researchmapに集め

るだけでは、十分とはいえない。情

報を得られるのが、Researchmap

をよく知る人に限られるからだ。そ

こで、掲示板の内容を自動的に

Twitterで 1時間ごとにつぶやく

ように設定し、情報の拡散を図っ

た。「実際にどれだけの人がこの情

報に触れたかを知るすべはありませ

ん。しかし、情報を拡散させたこと

で、より多くの人に伝わる可能性が

高まったのです」と教授はその意義

を説明する。

的確な支援を実現する
仕組みづくり
　新井教授は、NetCommonsを

通して多くの学校と知り合ってき

た。その中には、被災地の学校もあ

り、何か支援しなければと考えたが、

状況がはっきり確認できず行動を起

こせずにいた。そこへ、文部科学省

がNetCommonsを使って、「東日

本大震災 子どもの学び支援ポータ

ルサイト」を作成中であるという話

が舞い込んできた（図 1）。このポー

タルサイトは、被災した学校が今ど

のような支援を必要としているかを

書き込むもので、その目的は支援者

との出会いの場（マッチング）を提

供し、的確な支援を実現することだ。

　公の機関がサイトを立ち上げる際

には、プログラムの選定から内容ま

で細かく検討される。しかし、今回

は一刻も早い支援開始が求められて

おり、内容検討とサイト作成が同時

に進められた。このような場合、プ

ログラムにはさまざまな要望に応え

られる機能性と、すぐに使いこなせ

That's Collaboration

NII発のCMSが非常事態に
情報共有をサポート
東日本大震災では、被災地での情報伝達の難しさが大きな問題となった。そうした状況で、NII がホー
ムページ作成用として無償で提供してきた CMS ＊（Content Management System）が、平時とは
違った形で活用され、多くの人々の情報共有を支援していたことがわかった。こうした利用法も含めて、

CMS に求められる役割は今後ますます増えそうだ。

新井紀子
Noriko Arai
国立情報学研究所
情報社会相関研究系教授
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る操作性の高さが求められ、この条

件を満たしたのが NetCommons

だった。異例の速さでつくられたサ

イトは 4月 1日にオープンし、7月

上旬までに約 360件のマッチング

が成立している。

学校が必要とした
コミュニケーションツール
　一方、被災した学校は自分たちの

力で立ち直ろうとしていた。校舎が

津波で流されてしまった学校もあれ

ば、地盤沈下で満潮時には通学路が

浸水してしまう学校もあった。どの

学校も非常事態にあって、児童や生

徒、保護者、教員間で連絡を取り合

わなければならなかった。そして

ホームページに NetCommonsを

導入していた学校の多くが、これを

情報伝達手段として大いに活用した

のだ（図 2）。

　例えば、茨城県の潮来第一中学校

は、ホームページ上で生徒の家族の

安否確認を行った。被害の大きかっ

た福島県では、県の教育センターが

ホームページ内に学校ごとの情報共

有スペースを開設した。取るものも

とりあえず避難した学校関係者たち

が、何か情報を得られるかもしれな

いと教育センターのホームページを

訪れ、自分の学校の情報共有スペー

スを見つけた時にはどれほど心強く

感じたことだろう。

危機管理につながる
情報基盤を
　「被災直後は、どんな情報伝達手

段も使えなくなります。それが、少

し時間が経って状況が動き出したと

き、情報を共有できるかどうかで復

興のスピードや安心感が変わってき

ます」。

　かつて個々人への連絡は、固定

電話が主流であった。固定電話に

は直接つながる良さがあるが、必

ず応答があるとは限らないうえ、1

人 1人にかける手間や、夜間や早

朝には使えない不便さがある。これ

らの問題をインターネットは解消し

た。時間を気にせず発信できるの

で、時々刻々変化する状況を、一度

により多くの人に伝えることができ

る。このインターネットの利点を十

分活用するためには、使いやすい

サイトづくりが必要で、今回それ

を可能にしたのが Researchmapや

NetCommonsのような CMSだっ

た。

　ところで新井教授は、危機的状

況において CMSが絶大な力を発揮

する可能性をすでに感じていたと

いう。2009年の冬に神戸市で新型

インフルエンザが大流行したとき、

NetCommonsを使っていた学校

は、休校のお知らせや休み中の過ご

し方をその都度発信でき、学校と家

庭との意思疎通がスムーズに行われ

た。この事例を受けて、新井教授は

危機管理にも有効なNetCommons

をホームページに採用するよう学校

に働きかけ始めていた。そんな折に

起きたのが東日本大震災である。

　今回の潮来第一中学校や福島県教

育センターの対応はインパクトが

大きく、これを知った京都府や岐

阜県、兵庫県がさっそく全学校の

NetCommons導入に動き出して

いる。

　「どんなに対策を行っても、災害

を 100％防ぐことはできません。で

すから、災害による被害の深刻化を

防ぐ『減災』のために情報共有が重

要なのです」。新井教授は、今後も

危機管理につながる CMSの改良と

普及によりいっそう努めていかなけ

ればならないと考えている。

 （取材・構成　池田亜希子）

図 1　東日本大震災  子どもの学び
支援ポータルサイト
被災者のニーズと提供可能な支援をマッチン
グすることで、的確な支援が可能になる。支
援要請は机や椅子といった学用品や部活動再
開のためにユニフォームが必要だという内容
が多いが、中には「暗い空気を吹き飛ばすた
めに夏祭りを計画しており、生徒分の浴衣を
お願いしたい」というものもある。今どのよ
うな支援が求められているかは、想像力だけ
ではわからないようだ。

■東日本大震災 子どもの学び支援ポータ
ルサイト
URL　http://manabishien.mext.go.jp/

図 2　東日本大震災で、NetCommons
が大いに活用された理由
NetCommons は、 ❶情報更新が楽なので、タイム
リーな情報を掲載できる。❷パソコンだけでなく携
帯電話でも閲覧・書き込みが可能である。❸グルー
プホーム機能を使えば、限られたメンバーの情報共
有スペースが設けられる。といった利点から活用さ
れた。

■ NetCommons
http://www.netcommons.org/

＊ CMS：ウェブサイトやポータルサイトの構築・
管理に使用されるコンテンツ管理システム。
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表紙イラスト
次々に登場する新しいメディアのなかで最
近とくに注目されているのが Twitter。小
鳥の鳴き声のような小さな「つぶやき」が
原動力となって、大きなものを動かしてし
まうこともある。つぶやきによって動かさ
れた地球はどこを目指すのだろうか。

回
復
力
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テ
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て
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藤
英
昭
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北
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サ
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ン
ス
セ
ン
タ
ー
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立
情
報
学
研
究
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客
員
准
教
授

　

書
類
や
本
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
で
も
が
落
下
し
て
床
を
覆
い

尽
く
し
て
い
る
研
究
室
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
（
金
）、
一
五
時
頃
の
仙

台
。
半
ば
呆
然
と
し
な
が
ら
も
、
復
電
に
備
え
て
手
当
た
り
し
だ
い
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
っ
て
ま
わ
る
。
学
生
に
帰
宅
を
指
示
し
、
特
に
留
学
生
に
対
し
て
は
、

何
ら
か
の
手
段
で
家
族
に
至
急
連
絡
す
る
に
よ
う
に
言
っ
た
。
携
帯
電
話
は
つ

な
が
ら
な
い
が
、
３
Ｇ
デ
ー
タ
通
信
は
生
き
て
い
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

tw
itter

に
自
分
の
無
事
を
書
き
込
ん
だ
。
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
掘
り
出
し
て
、
自

分
も
帰
路
に
つ
い
た
。

　

自
宅
の
中
も
ひ
ど
い
状
態
だ
ろ
う
と
、
大
渋
滞
に
は
ま
っ
た
車
中
で
は
そ
の

こ
と
ば
か
り
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
柱
の
鉄
筋
が
は

み
出
し
、
多
く
の
壁
が
割
れ
た
、
無
残
な
姿
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
辺
り
は

異
様
に
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
向
か
い
の
小
学
校
を
覗
く
と
、
そ
こ
に
は
大
勢

が
避
難
し
て
い
た
。
中
学
生
だ
ろ
う
か
、
生
徒
が
制
服
姿
の
ま
ま
で
、
携
帯
電

話
を
抱
き
し
め
な
が
ら
身
を
寄
せ
合
っ
て
い
る
。

　

自
宅
に
戻
っ
て
電
気
を
待
つ
が
、
一
向
に
回
復
し
な
い
。
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
で
３

Ｇ
モ
デ
ム
は
使
え
る
が
、W

iM
A

X

は
エ
リ
ア
内
な
の
に
ま
っ
た
く
電
波
が

つ
か
め
な
い
。
複
数
の
通
信
手
段
を
持
つ
こ
と
の
有
難
味
が
身
に
染
み
た
。
携

帯
電
話
網
の
デ
ー
タ
通
信
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
堅
牢
性
と
復
旧
の
早
さ
が
心
強
い
。

停
電
の
た
め
二
日
に
渡
っ
て
大
学
宛
て
の
メ
ー
ル
が
届
か
ず
、G

m
ail

が
メ
ー

ル
転
送
で
き
な
い
と
い
う
エ
ラ
ー
を
出
し
始
め
た
。

　

少
し
日
数
が
経
つ
と
、tw

itter

が
有
用
だ
っ
た
と
か
そ
う
で
は
な
い
と
か
、

安
否
確
認
の
メ
ー
ル
が
嬉
し
か
っ
た
と
か
、
逆
に
う
る
さ
か
っ
た
と
か
、
噂
話

が
聞
こ
え
て
き
た
。
個
人
ご
と
に
経
験
は
違
う
が
、
注
目
し
た
い
の
は
メ
デ
ィ

ア
の
性
質
と
使
わ
れ
方
で
あ
る
。

　

大
震
災
以
来
、
大
学
周
辺
で
も
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
遠
隔
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
重
要
だ
が
、
被
災
直
後
の
業
務
継
続
性
に
つ

い
て
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
い
と
、
デ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
る
。
今
回
の
震
災
で
は
、
米

国
向
け
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
四
本
が
被
災
し
、
一
本
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
。tw

itter

やG
oogle

が
使
え
た
の
も
、
運
が
良
か
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

も
し
業
務
環
境
が
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
そ
し
て
そ
れ
を
持
ち
出

せ
れ
ば
、
細
々
と
で
も
早
期
に
業
務
が
再
開
で
き
る
。
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
と
ク

ラ
ウ
ド
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の
が
ベ
ス
ト
か
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
あ
り
、
多
角
的
な
視
点
で
分
析
・
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

被
災
地
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
っ
て
い
る
国
内
外
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、今
後
は
、「
防
災
」と
い
う
よ
り
、む
し
ろ「
減

災
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。
電
源
の
確
保
と
い
う
大
前
提
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
が
、
学
術
情
報
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

起
こ
り
う
る
自
然
災
害
に
対
す
る
減
災
と
な
る
の
か
。
鍵
に
な
る
の
は
、
復
興

へ
の
早
期
回
復
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
備
え
た
学
術
ク
ラ
ウ
ド
で
あ
ろ
う
。
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